
634 ヲイブリノゲン製剤や血液凝固第DE因子製剤であればl
ずベでの製剤が対象になるのですか.

く答l

この給付金はもe型肝炎訴訟について,立法によって書o1解決
を図ろうとするものです由で.給付金の支給の対象となる製剤は1
訴訟の対象となっているものに限られますd
具体的には1 F特定フイブリノゲン製剤Jとは,

O -7イブリノ-ゲン-BBaりkくS39.6.9製造承認I

t21フイブリノ-ゲン-ミドリ.くS39.70.24製造承掛.
6l lフイブリノゲン-ミドリ くS51.4.30製造承認I

lゆ フイブリノゲンHT-ミドリくS62.4.3LO製造承認フですこ
また, F特定血液凝固第Dt因子製剤Jとは.

61 PPSB-ニチヤク くS47.4.22製造承認I

C6,コ-ナイン くS47.4.22輸入販売承認1

elクリスマシン くS51.12..27製造承認I

61クリスマシン-HTくS60.12.17輸入販売承認1です.

なお1身と魯については.ウイルスを不活化するために加熟嘩
理のみが行われたものに限られへ さらにS D処理等の処理が加え
ら.れたもめは対象にはなりません.

Q5 製剤投与の事象因果甲鼠症状について裁判手続の中
で確認を受けるためには,どのようにすればよいのですかoJ

く答l

給付金の支給を受けるためにはl国ほ製剤の製造t.輸入販売
を存った企業.1を被告として.L訴訟を提起していただくことが必
要たなりますo

-

まずは,最寄りの弁護士会などにご相談くださいo

-
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-


